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本
年
６
月
６
日
の
総
会
で
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
、香
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
立
福
知
山
市
民
病
院
の
院
長
と
し
て

京
都
府
病
院
協
会
の
会
務
担
当
理
事
に

加
え
て
い
た
だ
い
て
７
年
目
を
迎
え
ま

す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
は

昭
和
26
年
４
月
26
日
、
京
都
病
院
長
会

と
し
て
発
足
し
、
昭
和
39
年
に
京
都
私

立
病
院
協
会
が
分
離
独
立
し
た
後
、
昭

和
41
年
６
月
１
日
に
京
都
府
病
院
協
会

と
名
称
変
更
を
し
て
い
ま
す
。
平
成
26

年
７
月
に
は
当
時
の
会
長
で
あ
っ
た

野
口
先
生
の
も
と
念
願
で
あ
っ
た
法
人

格
を
取
得
し
、
３
年
近
く
が
経
過
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
本
会
の
目
的
は
「
病
院
の

医
療
施
設
の
改
善
と
医
療
内
容
の
向
上

を
は
か
り
、
か
つ
病
院
相
互
の
連
絡
を

密
に
す
る
こ
と
」
で
、
京
都
府
内
の
官

公
立
私
立
の
病
院
の
代
表
者
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
病
院
数
は

53
病
院
で
す
。
設
立
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
大
切
な
事
業
と
し
て
、
毎
年

病
院
長
研
修
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
進
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
病

院
を
視
察
し
、
病
院
幹
部
か
ら
そ
の
理

念
を
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
る
非
常
に

貴
重
な
機
会
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
研

修
会
は
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
参
加
し
て
い
る
病
院
長
た
ち
が
現

在
の
医
療
体
制
の
問
題
点
や
い
か
に
改

善
す
べ
き
か
の
理
想
に
つ
い
て
、
夜
遅

く
ま
で
語
り
合
え
る
の
も
魅
力
の
一
つ

で
す
。
現
地
の
美
食
を
味
わ
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。
昨
年
は
、
工
夫
に
富
ん
だ

病
院
改
革
で
知
ら
れ
る
高
知
の
近
森
病

院
を
訪
問
し
ま
し
た
。
本
年
は
石
川
県

七
尾
市
の
恵
寿
総
合
病
院
に
伺
う
予
定

で
す
。
神
野
正
博
理
事
長
の
も
と
柔
軟

な
発
想
で
、
病
院
内
部
の
活
性
化
は
も

と
よ
り
地
域
医
療
と
地
域
創
生
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
病
院
で
す
。
是
非
と

も
多
く
の
院
長
先
生
に
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
末
に
は
地
域
医
療
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
京
都
府
地
域
包
括
ケ

ア
構
想
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
各
構

想
区
域
に
お
け
る
必
要
病
床
数
に
つ
い

て
は
、４
機
能（
高
度
急
性
期
、急
性
期
、

回
復
期
、
慢
性
期
）ご
と
の
具
体
的
な

病
床
数
は
示
さ
ず
、
京
都
府
の
独
自
色

が
出
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
７

次
医
療
計
画
に
向
か
っ
て
地
域
医
療
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
計
画
設
定
が
始
ま
り

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い

く
か
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

新
専
門
医
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
総

合
診
療
医
の
位
置
づ
け
を
ど
う
す
る

か
、
医
師
の
地
域
偏
在
を
助
長
す
る
こ

と
は
な
い
か
、
な
ど
課
題
は
な
お
山
積

し
て
い
ま
す
。
本
制
度
の
在
り
方
に
つ

い
て
も
京
都
府
医
療
対
策
協
議
会
な
ど

の
場
を
通
じ
、
意
見
具
申
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
の
同
時
改
定
の
年
で
す
。
マ
イ
ナ
ス

改
定
に
な
る
と
の
予
測
も
出
て
い
る
こ

と
か
ら
、
対
策
・
準
備
を
進
め
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
、
医
療
等
Ｉ
Ｄ
の

始
動
な
ど
多
く
の
制
度
改
革
が
控
え
て

い
ま
す
。
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
の
急

速
な
変
化
の
中
で
、
迅
速
な
意
思
決
定

が
問
わ
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多

難
な
時
代
に
お
い
て
は
、
京
都
私
立
病

院
協
会
と
も
緊
密
な
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
医
療
界
が
一
致
団
結
し
て
諸
課
題

に
対
峙
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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期
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平
成
29
年
６
月
定
時
総
会
〜
平
成
31
年
６
月
定
時
総
会
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完
結
型
医
療
」
へ
の
転
換
が
う
た
わ
れ
て
い

ま
す
。
最
適
な
医
療
を
地
域
で
提
供
す
る
た

め
に
、
効
率
的
な
機
能
分
担
を
行
え
る
医
療

連
携
が
、
さ
ら
に
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
は〝
惑
星
直
列
〞と
言
わ

れ
る
第
７
次
医
療
計
画
策
定
と
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
が
同
時
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
恐
ら

く
次
回
も
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
予
想
さ
れ
、

２
０
２
５
年
に
向
け
て
病
院
経
営
も
プ
ロ
セ

ス
評
価
か
ら
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
を
求
め
ら
れ

る
厳
し
い
時
代
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
地

域
か
ら
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、将
来（
未

来
）を
見
据
え
て
、
国
の
施
策
を
読
み
な
が

ら
、
現
実
を
直
視
し
て
病
院
運
営
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
各
診

療
分
野
に
お
い
て
新
た
な
専
門
医
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

医
師
個
人
の
資
格
制
度
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
地
域
医
療
や
病
院
運
営
へ
の
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
各
病
院
が
大
学
と
密

接
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
専
攻
医
教
育
・
医

師
確
保
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

京
都
府
病
院
協
会
は
京
都
市
内
だ
け
で
は

な
く
、
北
部
か
ら
南
部
に
及
ぶ
京
都
府
全
域

に
お
け
る
医
療
圏
の
病
院
が
所
属
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
病
院
が
抱
え
る
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ

違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
共
通
点
も
多
く
あ
り

病
院
相
互
の
連
絡
を
円
滑
に
し
、行
政
な
ら
び

に
医
療
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
、

森
本
副
会
長
と
と
も
に
香
川
会
長
を
支
え
な

が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
の
温
か
い
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
京
都
府
病
院
協
会
副
会
長
に
就

任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
京
都
府
病
院
協
会

は
昭
和
26
年
京
都
病
院
長
会
と
し
て
発
足

し
、平
成
26
年
に
は
法
人
化
さ
れ
現
在
で
は
、

52
の
会
員
病
院
数
を
持
つ
一
般
社
団
法
人
京

都
府
病
院
協
会
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
平
成

26
年
よ
り
理
事
と
し
て
入
会
さ
せ
て
頂
き
、

こ
れ
ま
で
に
諸
先
輩
の
先
生
方
に
多
く
の
薫

陶
を
受
け
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
こ

と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
世
界
に
類
を
み
な
い
速
さ
で
少
子

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
な
ど
、
社
会
保
障
制
度
が
大
き
く
変
わ
っ

て
い
く
時
代
と
な
り
ま
し
た
。日
本
は
米
国
、

ス
イ
ス
に
次
ぎ
世
界
で
３
番
目
に
医
療
費
の

高
い
国
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
０

１
６
年
12
月
に
は
「
京
都
府
地
域
包
括
ケ
ア

構
想（
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
）中
間
案
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
案
は
２
０
２
５
年

に
お
け
る
医
療
需
要
に
対
す
る
提
供
体
制
の

目
標
値（
高
度
急
性
期
〜
慢
性
期
の
病
床
数
）

を
細
か
に
設
定
し
な
い
独
自
色
の
強
い
も
の

で
し
た
が
、
高
齢
化
率
が
30
％
に
な
る
２
０

２
５
年
に
向
け
て
、
病
床
の
削
減
や
病
床
機

能
分
化
は
さ
ら
に
加
速
さ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
ま
た
京
都
府
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域

平成29年度の通常会費については、去る 6月 6日（火）に開催
されました 「平成29年度定時総会」におきまして、以下のとおり
承認されましたので、お知らせいたします。会員病院宛に
ご請求させていただきますので、ご了承のほどよろしくお願い
申し上げます。

平成29年度 通常会費について

　

毎
年
恒
例
の
「
病
院
長
研
修
」
で
す

が
、
今
年
度
は
石
川
県
七
尾
市
に
あ
る

恵
寿
総
合
病
院
を
見
学
し
ま
す
。
研
修

日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
会
員

病
院
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

是
非
、
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
は

恵
寿
総
合
病
院
を
見
学

見
学
日
時

病
院
長
研
修
の
ご
案
内

病
院
長
研
修
の
ご
案
内 50,000円

平
成
29
年
11
月
17
日
（金）
〜
18
日
（土）

平成29年度
通常会費

　

京
都
府
病
院
協
会
副
会
長
へ
の
就
任

に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
、
当
協
会
の
理
事
・
副
会
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
が
、
何
も
お
役
に

立
て
ず
に
１
年
が
過
ぎ
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
今
回
、
再
び
副
会
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
辰
巳
副

会
長
と
と
も
に
、
香
川
会
長
を
補
佐
す

る
所
存
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
域
医
療
構
想
が
山
を
越
え

た
か
と
思
っ
た
途
端
に
、
中
央
で
は
、

「
働
き
方
改
革
」
と
い
う
新
た
な
命
題

が
打
ち
出
さ
れ
、
罰
則
規
定
を
伴
っ
た

法
整
備
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
過

剰
な
時
間
外
労
働
に
よ
る
過
労
死
と
い

う
大
き
な
社
会
問
題
で
は
あ
り
ま
す

が
、
我
々
医
師
に
と
っ
て
は
、「
応
召

義
務
」と「
時
間
外
労
働
」
と
い
う
相

反
す
る
問
題
を
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い

を
つ
け
る
の
か
、
古
く
て
新
し
い
永
遠

の
課
題
で
す
。
医
師
の
時
間
外
労
働
に

関
し
て
は
、
罰
則
の
適
応
に
５
年
間
の

猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
複
雑
な
問
題
で
あ
る

と
い
う
証
拠
で
す
。
し
か
し
実
際
に
は

労
働
基
準
監
督
署（
労
基
）の
指
摘
に
よ

り
、
莫
大
な
時
間
外
給
与
を
追
加
支
給

し
た
東
京
の
有
名
病
院
も
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
こ
の
病
院
の
よ
う
に
支
払
い
が

で
き
る
病
院
な
ら
ま
だ
し
も
、
労
基
の

指
導
の
ま
ま
に
追
加
給
与
を
支
払
え

ば
、
即
経
営
破
綻
す
る
病
院
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
医
師
、
特
に
病
院
勤
務
医
師

の
献
身
的
・
自
己
犠
牲
的
努
力
に
よ
っ

て
、
世
界
に
冠
た
る
医
療
水
準
を
維
持

し
て
き
た
我
が
国
の
実
情
を
考
え
る

時
、
例
え
ば
勤
務
医
と
診
療
所
医
師
が

協
働
し
て
交
代
勤
務
す
る
と
か
、
緊
急

症
例
や
重
症
症
例
以
外
は
、
初
療
は
全

て
診
療
所
で
担
当
し
、
そ
の
後
医
療
機

能
が
整
っ
た
病
院
に
転
送
す
る
と
か
、

治
療
が
終
わ
れ
ば
原
則
的
に
か
か
り
つ

け
医
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
な
ど
、
発
想
の

大
転
換
や
制
度
の
大
改
革
を
行
い
、
医

療
提
供
体
制
自
体
の
大
変
革
を
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
40
年
間
「
滅
私
奉
公
」
し
続

け
て
、
幸
い
に
も
体
が
丈
夫
で
過
労
死

し
な
か
っ
た
元
外
科
医
の
一
人
と
し

て
、「
解
決
は
不
可
能
」
と
諦
め
る
の

で
は
な
く
、
何
か
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
で

き
な
い
も
の
か
と
思
い
悩
む
日
々
で

す
。

副
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

副
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

副会長

森 本 泰 介

副会長

辰 巳 哲 也
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平
成
29
年
度 

定
時
総
会
を
開
催

平
成
29
年
度 

定
時
総
会
を
開
催

◆ 

平
成　

年
度
通
常
会
費
を
承
認

　

総
会
で
は
平
成
29
年
度
の
通
常
会
費
に
つ

い
て
も
審
議
さ
れ
、「
１
病
院
５
０
，０
０
０
円
」

（
昨
年
と
同
額
）と
す
る
こ
と
を
提
案
し
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
に
つ
い

て
も
議
長
な
ら
び
に
会
計
担
当
理
事
よ
り

主
旨
説
明
し
、
倉
澤
卓
也
監
事
に
よ
る
会

計
監
査
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
に
入
り
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

平
成
28
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都

府
病
院
協
会
事
業
報
告
に
関
し
承

認
を
求
め
る
件

第
２
号
議
案

平
成
28
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都

府
病
院
協
会
決
算
に
関
し
承
認
を

求
め
る
件

第
３
号
議
案

平
成
29
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都

府
病
院
協
会
通
常
会
費
の
徴
収
に

関
し
承
認
を
求
め
る
件

第
４
号
議
案

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会

理
事
お
よ
び
監
事
な
ら
び
に
顧
問

の
選
任
に
関
し
承
認
を
求
め
る
件

　

平
成
29
年
度
の
定
時
総
会
を
、
６
月
６
日

（
火
）ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都
に
て

開
催
、
当
日
は
会
員
病
院
よ
り
37
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
は
平
成
29

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、平
成
28
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
、

平
成
29
年
度
通
常
会
費
な
ら
び
に
新
役
員

の
選
任
に
つ
い
て
議
案
を
上
程
し
、
い
ず
れ
の

議
案
も
賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

新
会
長
に
香
川
惠
造
氏
を
選
任

　

 

新
た
に
理
事
５
名
を
迎
え
て

　

 

香
川
執
行
部
が
発
足

　

第
４
号
議
案
で
は
理
事
、
監
事
、
顧
問

の
選
任
に
関
し
て
議
案
を
上
程
し
、
議
長

よ
り
主
旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
あ
り
、
新

た
に
５
名
の
新
理
事
を
選
任
す
る
こ
と
に

承
認
を
求
め
ま
し
た
。
本
議
案
は
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
を
一
時
中
断
、
理
事
会
を
開

催
し
、
代
表
理
事（
会
長
）、
副
会
長
、
会

計
担
当
理
事
を
選
任
、
会
長
に
は
新
た
に

香
川
惠
造
氏（
福
知
山
市
民
病
院
）を
選
出
し

ま
し
た
。ま
た
、副
会
長
に
は
森
本
泰
介
氏

（
京
都
市
立
病
院
）と
新
た
に
辰
巳
哲
也
氏

（
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）を
、会
計

担
当
理
事
に
は
杉
山
博
氏（
国
立
病
院
機
構

宇
多
野
病
院
）を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
29
年
６
月
６
日
〜
平
成
31
年

６
月
の
定
時
総
会
終
了
時
の
２
年
間
と
な

り
ま
す
。

29

【
平
成
29
年
度
定
時
総
会
議
案
】

　

本
会
は
昭
和
26
年
４
月
26
日
、
京
都

病
院
長
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
39
年
に
京
都
私
立
病
院
協

会
が
分
離
独
立
し
た
後
、
昭
和
41
年
６

月
１
日
に
京
都
府
病
院
協
会
と
名
称
を

改
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
26
年
７

月
に
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
法
人
格

を
取
得
し
、
一
般
社
団
法
人
京
都
府
病

院
協
会
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
法
人
化
し
て
２
年
余
り
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
会
員
病
院
の
皆
様

の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
も
と
順
調
に
会

務
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
引
き
続
き
、
各
事
業
の
円
滑

な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
は
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
の
同
時
改
定
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

前
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
全
体
で
実

質
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
り
、
病
院
経

営
に
お
い
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
は

な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、

政
府
与
党
の
基
本
方
針
を
見
る
限
り
、

明
る
い
話
題
は
な
く
、
平
成
30
年
の
同

時
改
定
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
間
違
い
な

く
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
な
る
だ
ろ
う
と
の

予
測
も
出
て
お
り
ま
す
。
特
に
入
院
医

療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療

構
想
と
診
療
報
酬
改
定
と
を
リ
ン
ク
さ

せ
る
よ
う
な
方
向
性
も
示
さ
れ
て
お
り

等
の
作
成
の
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
制
度
は
、
医
師
個
人
の
資
格

制
度
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
医

療
や
病
院
運
営
へ
の
影
響
も
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
に
与

え
る
影
響
に
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
る

こ
と
が
重
要
な
点
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
総
合
診
療
専
門
医
に
関

し
て
は
ま
だ
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
会
と
し
ま
し
て
も
、
本
制
度
が

よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ
う
今
後
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
京
都
府
医
療
対

策
協
議
会
等
の
場
に
お
い
て
意
見
具
申

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
本
会
独
自
の
事
業
と
し
て

「
地
域
医
療
・
介
護
総
合
確
保
基
金
」を

活
用
し
た
勤
務
環
境
改
善
支
援
事
業
を

実
施
し
、
会
員
病
院
へ
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
。
多
く
の
会
員
病
院
に
ご
活
用

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
引
き

続
き
支
援
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
年
度
は
医
療
界
に

と
っ
て
大
き
な
変
革
の
年
に
な
り
そ
う

で
す
。
し
か
し
、こ
の
よ
う
な
多
難
な
時

代
に
こ
そ
、
医
療
団
体
が
一
致
団
結
し

て
直
面
す
る
課
題
に
対
峙
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
他
の
医

療
関
係
団
体
と
の
よ
り
深
い
連
携
の
も

と
、
京
都
府
の
医
療
提
供
体
制
の
構
築

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
病
院
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。
今
後
、
病
院
医
療
に
と
っ
て
は

多
難
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
各
病
院
が
今
後
の
状
況
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
医
療
構
想
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
に
「
京
都
府
地
域
包
括
ケ

ア
構
想
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
京
都

府
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
さ
ら
な

る
充
実
を
目
指
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ

り
、
京
都
府
の
独
自
色
が
出
た
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
構
想
区

域
に
お
け
る
必
要
病
床
数
に
つ
い
て

は
、
４
機
能（
高
度
急
性
期
・
急
性
期
・

回
復
期
・
慢
性
期
）ご
と
の
具
体
的
な
病

床
数
は
示
さ
ず
、
幅
を
持
た
せ
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
各
医
療
圏

に
お
い
て
は
調
整
会
議
が
開
催
さ
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
地
域
医
療
構
想
策

定
後
の
医
療
提
供
体
制
に
お
い
て
も
、

現
在
の
医
療
機
能
を
十
分
に
把
握
し
た

上
で
、
拙
速
な
対
応
に
よ
り
地
域
の
医

療
提
供
体
制
に
混
乱
を
来
さ
な
い
よ
う

引
き
続
き
、
京
都
私
立
病
院
協
会
と
協

同
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
専
門
医
制
度
に
つ
い
て
は
、

昨
年
12
月
、
専
門
医
機
構
は
新
整
備
指

針
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
学
会
や

施
設
に
お
い
て
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
計
画
に
つ
い
て
基
本
方
針

平
成
29
年
度 

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会

平
成
29
年
度 

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
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「勤務環境改善支援事業」を実施
～是非、ご活用ください～

「勤務環境改善支援事業」を実施
～是非、ご活用ください～

京都府病院協会では今年度も 「医療機関における勤務環境改善にかかる事業」 を実施し、会員病院の
支援に取り組んでいきます。支援事業の内容は以下のとおりです。各病院におかれましては、是非、
本事業をご活用いただき、今後の勤務環境改善に役立てていただければと存じます。事業の詳細については、
京都府病院協会：事務局までお問い合わせください。

地域医療介護総合確保基金による支援事業のご案内

事　業　名 事　　業　　概　　要 支　援　内　容

医療事務作業補
助者スキルアップ
研修

京都医療センターの協力のもと、医療事務作業
補助者のスキルアップ研修を実施します。これに
より勤務環境の改善を図ることを目的とします。

★期　　間：現在調整中

★開催場所：京都医療センター

★募集人数：10名

★対 象 者：各病院での医療事務作業補助者ある
いは診療情報管理士として勤務中の
もの。

★申込方法等：京都府病院協会：事務局にお問い合
わせください。

以下の費用を補助します。
　＊コース参加費
　＊参加者の給与の一部
　　（10万円／名）

　上記費用については、京都府
病院協会より直接、医療機関に
お支払いします。

医療関係者のスキルアップのための学会参加を
促進することにより、勤務環境の改善を図ることを
目的とします。

★期　　間：平成29年4月1日～平成30年2月28日
までに参加した学会等

★対象経費：学会等への参加費

★申請締切：平成30年3月15日まで

★添付書類：学会に参加した証明（受講証）と参加
費の領収書

1病院、30,000円を限度に参加
費を補助します。

　上記費用については、京都府
病院協会より直接、医療機関に
お支払いします。

救急蘇生トレー
ニング機材の貸
し出し事業

救急蘇生にかかるトレーニング機材を貸し出し、
各病院における研修体制の充実、医療関係者の
スキルアップを図ることを目的とします。

★機　　材：ALSシミュレータアドバンス

★対　　象：会員病院

★申込方法：京都府病院協会：事務局に「利用申
請書」を提出

各病院で研修を実施される際に
使用する「救急蘇生トレーニング
機材」を無料で貸し出します。

専門医等取得の
ための学会参加
への支援事業
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